


































図１ ザンビアにおける州ごとのウシの頭数（2002 年） 
（Central Statistical Office 2004 をもとに作成） 
                                                     
1 西部州はロジ（Lozi）、東部州はチェワ（Chewa）、ンゴニ（Ngoni）などの民族集団の居住域とな
っており、それぞれウシと農業とを組み合わせた生業形態がみられる。 







































にサイトＡ、高地に至る斜面地・丘陵地にサイトＢ、高地にサイト C と、3 つの調査区を設定して
いる。 
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5 高地トンガでは成女式（nkolola）のときにウシを屠殺する習慣がひろくみられるが、現在のグェ
ンベ・トンガでは成女式は一般的ではない。 
6 母系制の社会システムをとるトンガでは、ムゴワ（mukowa）と呼ばれる母系クラン・リネージの
存在が認められる。 
